
 

1 学校名：飯田市立和田小学校 

 

2 対 象：３年生 ２名   ４年生 ６名  計８名 

 

3 活動内容 

(1) 活 動 名   お茶の収穫から販売へ 

 

(2) 活動の目標 

 地域の方と一緒に、お茶を収穫したり販売したりすることで、和田小学校について知っても

らい、持続可能な和田小学校をめざす。 

 身近な自然の中での体験や活動を通し、南信濃の豊かな自然を守っていこうとする気持ち

を育てる。 

 

(3) ESD の視点、育成する資質・能力 

 ①構成概念  

☐多様性（多種多様な現象が起きていること） ☐公平性（一人ひとりを大切に） 

相互性（関わりあっている）        連携性（互いに連携・協力すること） 

☐有限性（限りがある）           責任制（責任を持って） 

☐その他（   ） 

 

②育成する資質・能力 

☐批判的に考える力             他者と協力する力 

☐未来像を予測して計画を立てる力      ☐つながりを尊重する態度 

☐多面的・総合的に考える力         進んで参加する態度 

コミュニケーションを行う力 

 

(4) 関連する SDGｓ 

１２ つくる責任 つかう責任    １５ 陸の豊かさも守ろう 

 

  



(5) 活動の内容 

活動の時期 

流れ 
内  容 

 

 

 

 

4・5月 

①茶畑の手入れ 

 

 

 

 

 

5 月 23・25 日 

②お茶摘み 

 学校ボランティア（わだっ子応援隊）を中心に、茶摘みができるまでの作業

を行う。茶畑が 3ヵ所あり、それぞれを学校と地域とで分担して管理を行っ

ている。ビーバーを使い、危険も伴う為、児童の作業とは別日にして大人だ

けで行った。地域の方々のみならず、卒業生も参加しての作業となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月 23 日（土）は、地域公開参観日の後半をお茶摘み作業としていたが、コ

ロナウイルス感染拡大の為、和田小学校児童と一部のわだっ子応援隊の皆さ

んのみで実施した。 

 5 月 25 日(火)は、一部の地域の方、保育園児・小学生児童が一緒に茶摘みを

行った。わだっ子応援隊の方が一人一人に蓑を編んでくれ、皆で蓑をかけ、

茶摘みの歌を歌うなど、和やかな雰囲気の中で茶摘みを楽しむことができ

た。「一芯一葉」という言葉やお茶の摘み方を教わり、丁寧に茶葉を摘んだ。 

 

10 月 11 日 

③お茶の袋詰め 

 

 わだっ子応援隊の皆さんと一緒に製茶されたお茶を袋に詰める。3・4年生が

中心となりお茶の袋詰めを行うが、複式学級の７名では手が足りない為わだ

っ子応援隊の皆さんに声をかけると、17 名もの方が道具を持って来てくれ

た。作業終了後は「わだっ子茶」を味わっていただき、心からのお礼を伝え

た。 

 

10 月 

④販売練習 

 

 10 月 24 日（日）のわだっ子茶販売に向け、

「買ってもらえるようにするための練習」

を行った。言葉や声の大きさなどを考え、

売り手と買い手に分かれ、お茶の置き方な

ど工夫しながら練習を重ねた。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 活動の成果 

《子どもたちの振り返りカードより》 

◍ 

◍ 

◍ 

◍ 

このような児童の振り返りから学習の成果を次のように考える。 

10 月 24 日 

11 月 21 日 

⑤お茶の販売 

 

 

 

 飯田市天龍峡で開催さた「天龍峡マルシ

ェ」のブースを借り、「わだっ子茶」を販売

する。50ｇ入りの袋を 400 袋余り、午前 10

時から 12 時過ぎまでの間、精一杯販売し

た。  

 南信濃芸術祭で行われた街道縁日で「わだ

っ子茶」を地域の方々に 100 袋以上販売し

た。販売活動も２回目になり、自信をもっ

て取り組む様子が見られた。 



① 地域の方とかかわる中で「一芯三葉」という言葉を知り、実際に言葉通りによく見てやっ

てみる姿や、まちの皆さんが袋詰めを手伝ってくださったことへの感謝の気持ちが育まれ

ている。 

② 地域の皆さんとの対話を通し、児童が自分の家族以外の方と触れ合いをもつ大切な機会と

なった。 

③ お茶を買ってもらうためには、「50ｇきっちりと」「こぼさないように」「しわにならないよ

うに」「商品として恥ずかしくないように」などと、丁寧かつ慎重に相手意識をもって取り

組むことができた。 

④ わだっ子茶の販売を通して、かけ算や引き算を素早く計算することで、実体験から計算力

を身につけることにつながった。 

⑤ 販売活動の呼び込み係の体験から、「なんでだろう」「どうしてだろう」と自問することで、

自分の考えを行動して試し、振り返り、さらに考えてやってみるなど、問題解決的に活動

が進められ、達成感や成就感を得ることに繫がった。 

 

5 指導方法・体制の工夫 

◍ 地域とともに、持続可能な和田小学校について考え活動をしている。 

◍ 豊かな自然を満喫しながら、児童がのびのびと活動している。 

◍ 学校運営協議会の委員の皆さんや、地域ボランティア「わだっ子応援隊」の皆さんが、積極的に

児童とかかわっている。 

◍ 毎年、受け継がれてきている活動であり、来年度以降も継続される。 

◍ 地元のみならず、東京都品川区立品川学園や郁文館グローバル高校とも交流があり、全国へ向け

て発信している。 

 


